
持続的な地域づくり

～棚田から見えるこれからの農村～

【 】MENU
•パネリスト事例紹介
•つなぐ棚田遺産認定地区の取り組み
•多面的活動を持続させていくために
•まとめ
～我がふるさとに誇りを持って～



代表衣笠愛之様

宮置資源保全活動隊
（姫路市夢前町）

パネルディスカッション

みどり豊かなふるさと大賞（知事賞）事例発表
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未来型田舎の創生

宮置資源保全活動隊の取り組みについて
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宮置地区



塩田温泉

弥勒寺 置塩城跡

夢そば

姫路市夢前町について
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宮置地区

宮置地区について
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宮置地区



• 組織設立平成１９年

• 構成員数１８９人

宮置資源保全活動隊の構成について

夢前夢工房

自治会

子供会

消防団

一校区一家族

の会

地元担い手
生産法人
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農道の草刈り・水路の泥上げ

これまでの取り組みについて
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宮置地区



水路の点検・機能診断

これまでの取り組みについて
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水路補修（排水路土砂上げ）

【作業前】 【作業後】

これまでの取り組みについて

8

宮置地区



景観形成

これまでの取り組みについて
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鳥獣害防護柵の保守管理

これまでの取り組みについて
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宮置地区



鳥獣緩衝帯の整備・保全管理

活力のある地域づくり
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小学校と連携（畑の学校）

活力のある地域づくり
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宮置地区



活力のある地域づくり

小学校と連携（田んぼの学校）
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生き物調査（生態系保全）

活力のある地域づくり
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宮置地区



後継者の育成

夢前夢工房が農業研修を行い、２０人が独立。
地域内で２名が新規就農するなど地域内外で独立を目指す
新規就農者の育成、若者の定住促進を行う。

地域住民の活性
市民農園である「生きがい農園」を自治会が運営。
農業者と非農家の交流を促進し農産物の栽培や販売を通して

地域活性化に取り組む。

活力のある地域づくり
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環境創造型農業の推進

米、大豆の化学肥料、化学合成農薬を
５０％以上削減
（兵庫推奨ブランド認証）

水稲栽培において菜の花を緑肥として
利用

兵庫西のブランド米JA
「にっしぃライス輝」として販売

大豆栽培において無化学肥料、無農薬
で栽培し、契約販売を実施
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宮置地区



６次産業化・高付加価値化

特色のある活動
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６次産業化・高付加価値化

特色のある活動
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宮置地区



【従前】 【計画】

将来の展望
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【従前】 【計画】

将来の展望

スマート農業の推進
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宮置地区



将来の展望

スマート農業の推進
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将来の展望

スマート農業の推進
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宮置地区



将来の展望

未来型田舎の創生
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ご清聴ありがとうございました。
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宮置地区



会長岡田初雄様

飯見夢むら棚田の会
（宍粟市）

活動組織：飯見農水環保全クラブ

パネルディスカッション

25

棚田のブランド米づくりで楽しい農村暮らし♪
飯見の棚田（宍粟市波賀町：飯見夢むら棚田の会）
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飯見地区



・・

飯見の棚田
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飯見地区
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飯見地区



31

32

飯見地区



代表高階博様

能座地区
（養父市）

活動組織：能座地域資源保全隊

パネルディスカッション

33

集落・企業・行政

三位一体で歩む

むらづくり！

能座の棚田（能座地区）
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能座地区



能座地区の概要

【養父市能座の状況】

○世帯数 31世帯
○棚田面積約14.7ha
○高齢化率60.7％（R3市統計）

平成26年5月代掻き後google earth

数々の悪条件が重なって
・過疎化
・耕作者の高齢化
・巨大法面の草刈りは重労働

・水路の老朽化
・有害獣(鹿・猪)の増加

増えてしまった休耕地

茶色部分が耕作農地
(ほとんどが自家消費用)

８年前

35

訪れた転機 担い手の確保と行政の応援

・地元に拠点をおく株式会社Amnak設立
（平成27年10月）
能座からも４名役員に参加

・養父市が中山間農業特区に
平成２６年

・土地改良事業(パイプライン、畑地圃場整備)

・県民緑税を活用する事業
県民町まちなみ緑化事業
野生動物共生林整備

・スマート農業の実証

全水田の酒米栽培を目標に
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能座地区



蘇った景色(ビフォーアフター)
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建屋のヒダリマキガヤ

日本酒「能座ほまれ」

ほとんどの田に稲穂が蘇り、周辺も整備され
手入れの行き届いた景色が広がっています。
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能座地区


